
子育てパパを

応援するイベントを開催！

2022年11月3日（木）～ 23日（水）

取組レポート

当事業は、みんなのライフスタイル応援会議（事務局：福山市企画政策課）発案事業です。

子供の遊びと暮らしデザイン研究所 福山市地域福祉貢献活動協議会 （構成団体のうち、一部を記載しています。）

「子育てを手伝う」から「共に育てる」へ



連携企業・団体の取組

びんごキッズラボ

ドローンの操縦やVR，プログラミングなど，様々なデジタル技術を親子で体験

家族でデジタル技術×サイエンス×体験！

実施日

11/3

参加人数

約700人

実施日 参加人数

みんなで英語絵本を楽しもう 11/13                                        計100人
みんなの英語絵本となかよし講座 11/5，11/20

ふくやま国際交流協会

みんなで、英語絵本を楽しもう みんなの英語絵本となかよし講座

英語絵本の読み聞かせ 英語絵本の楽しみ方・選び方・読み方
英語絵本紹介 など



パパと一緒に“BABY PARTY”
家族みんなで「テラスココン」へ
行こうよ♪

実施日

11/20

参加人数

72人

山根木材ホーム(株)
子育て支援団体テラスココン

ベビーケア バランス感覚遊び 木の作品
作り など

実施日

11/4～11/22

参加人数

21人

社会福祉法人アンダンテ

パンマルシェキュイキュイ
パン食べ放題 1割引

パパ含む家族で来店でパン食べ放題1割引

赤ちゃんと一緒に遊ぼう

パパと一緒に赤ちゃんと遊ぼう♪

実施日

11/23

参加人数

26人

大きな木の下で

お口の機能を育むことを応援する体験型
プロジェクトを開催

パパと一緒に“おいしいね”の
お口つくろ♪プロジェクト

実施日

11/6

参加人数

22人

よしだ歯科



取組概要

期間中、企業は従業員への休暇取得・早めの退社を促すことで、男性の子育て参
加を促進し、まちでは「子育てパパが子どもと楽しめる取組」や「親子で参加で
きるイベント」を連動して実施しました。

企業や各種団体と連携し、男性が「子育てを手伝う」から「共に育てる」きっか
け作りを行うことで、女性の負担軽減につなげるなど、子育て世代にやさしいま
ちづくりに官民連携で取り組んでいます。

子育てパパ
活躍ウィークとは

参加企業
の取組

応援企業・団体 連携企業・団体

期間中、従業員への休暇取得・早め
の退社を促進し、従業員の子育て参
加を推進します。

期間中、男性の子育てに関わる意識
を醸成する取組や親子で参加できる
イベント等を企画・実施します。

実施日時 2022年（令和4年）11月3日（木）～ 23日（水）

子育てパパ活躍ウィークの実施状況

応援企業・団体

・あいおいニッセイ同和損害保険(株)福山支社
・(株)アスコン
・社会福祉法人アンダンテ
・(株)オーザック
・西部運輸(株)
・三井住友海上火災保険(株)福山支社
・(株)メディアテック一心
・山根木材ホーム(株) 福山支社
［五十音順］
※他１社 公表希望なし

連携企業・団体

・びんごキッズラボ（ドローンの操縦やVR，プログラミングなど，様々なデジタル技術を親子で体験）
・山根木材ホーム株式会社 福山支社
・子育て支援団体テラスココン（ベビーケア バランス感覚遊び 木の作品作り など）
・社会福祉法人アンダンテ（パン食べ放題１割引）
・大きな木の下で（赤ちゃんと一緒に遊ぼう）
・よしだ歯科（口の機能を育むことを応援する体験型プロジェクト）
・ふくやま国際交流協会
（英語絵本の読み聞かせ，英語絵本の楽しみ方・選び方・読み方）
［順不同］

参加団体数

9社

参加人数

約190人

取組件数

7件

参加人数

約950人

ー取組事例ー
・在宅ワークを実施

・早めの退社や定時退社を実施

・ノー残業デーの設定

・育児を伴う有給を取得

・社内アナウンスや朝礼などで社内全体
に取組を周知し共有

・社員とその家族でウォーキングを実施

・始業時間，就業時間の繰下げ，繰上げ

問合せ先
〒720-8501 福山市東桜町３番５号

ネウボラ推進課 TEL：084-928-1053 FAX：084-922-0846 Email：neuvola-suishin@city.fukuyama.hiroshima.jp

• 昨年も実施しており違和感なく取り組めた。日頃から残業を減らして家時間を増やすよう意識しており，
ワークライフバランスが取れてきた。

• 家事や子育てに時間を割くことができたとともに，仕事にもメリハリをつけて取り組むことができた。

• 家族団らんの時間を過ごすことができた。

• 普段なかなか家族との時間が取れておらず，参加して家族との関係がよりよくなった等の声があがった
ので，会社としても積極的に休暇取得ができる環境を今後も推進していきたい。

• 以前と比べると，男性の育休取得率が上がってきており，子育てに対して時間が取れているのではと感
じる。今後社員がさらに育児に注力できるよう，制度の周知等サポートに努めていく。

参加者の声


